
主な用途 ： 動植物油脂を扱う現場に

●ご使用の前に●

一般的な使用方法 ※これはあくまで目安のですので、ご使用時は汚れの度合いに応じて、調節して下さい。

本剤は、動植物油脂を対象とした希釈タイプの強アルカリ洗剤です。
原液で使用しますと、本剤の特性が生かされませんので、使用場所に合わせて必ず３～１００倍に希釈してお使い下

さい。また、汚れには多種多様のものがありますので、希釈倍率・洗浄方法等、お試しの上ご使用下さい。

アルカリと強く反応するアルミニウムには、使用
しないで下さい。

１０時間以上浸け置くと表面を変化させますので、
短時間で洗浄し、速やかにすすぎを行い、十分に
乾燥させて下さい。
１０～１５倍希釈で使用して下さい。

亜鉛はアルカリと強く反応し溶解しますので、Ｚ－
ＫＡは使用しないで下さい。

強アルカリ性のＺ－ＫＡは、塗装面を傷めますの
で使用しないで下さい。

▼洗浄に注意する材質

アルミニウム

材質 注意事項

真鍮

亜鉛

塗装面
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希釈液を散布し、デッキブラシで擦り洗う。その後、水勾配上部
より流水ですすぎ、水切りワイパーで水分を排水溝に流し込む。

五徳を外して、希釈液に３０分程浸け置く。ガス台全体に希釈液
をスプレーし、油分の積層している部分は、スクレーパーで削り
取り、ブラシかスチールウールたわしで擦り洗う。浸け置いた五
徳は、スクレーパー及びフライヤーたわしで擦り洗う。

ファン及びダクト部分に希釈液をスプレーする。（油分の積層が
厚い部分は、スクレーパーで削り落としてからスプレーする。）
スプレーした部分に新聞紙を貼り付け、再度スプレーする。（ラ
ッピング法）１５分程放置してから、新聞紙を剥がし、流水で２度
洗いする。

希釈液を全体にスプレーする。（油分の積層が厚い部分は、ス
クレーパーで削り落としてからスプレーする。）内部の円柱状の
ヒーター部とその周辺はたわしで洗い、焼付け部分はスチール
たわしで擦り洗う。その後、流水で２度洗いする。

予洗として、希釈液を全体にスプレーし、３０分間放置後、すすぎ
洗う。（高圧洗浄機ですすぐとより効果的）予洗より薄めの希釈
液を洗浄液とし、高圧洗浄機で洗浄する。その後、充分にすすぐ。

清掃前に電気系統に水がかか
らないように絶縁してから作業
して下さい。

用途

厨房等のコンクリート
床洗浄

ガス台周り

フライヤー

換気扇周り・及びダクト

３～７倍

３～７倍

３～７倍

３～７倍

３～５倍

洗浄方法 注意事項希釈倍率

製造元

http://www.globe-ep.co.jp

動植物油脂対象

●乳児の手の届く所には置かないで下さい。●用途以外には使用しない
で下さい。●Ｚ－ＫＡは強アルカリですので、素手では絶対に触れないで
下さい。●使用時は、必ずゴム手袋・防護メガネを着用して下さい。●本剤
は、酸・アルカリに安定ですが、ポリスチロール・アセテート容器等は避け
て下さい。また、アルミニウム類は洗浄後必ず水洗いして下さい。●希釈し
た液を長時間置きますと変質する恐れがありますので、必要量の希釈液
を作ってご使用下さい。

●目に入った場合は、清浄な流水で１５分以上洗浄し、出来るだけ早く医師
の診察を受けて下さい。●皮膚に付着した場合は、水または温水で洗い流
して下さい。また、皮膚に異常が出た場合は、医師の診察を受けて下さい。
●誤って飲み込んだ場合は、水を多量に飲ませるか、食酢・オリーブ油・果
汁等を与えて速やかに中和し、出来るだけ早く医師の診察を受けて下さい。

●本剤は、自然での生分解がし易い素材を使用しておりますので、保存場
所の環境によっては、洗剤中の水そのものが腐敗したり、藻類が発生する
ことがあります。
直射日光を避け、冷暗所で保存し、１年以内に使い切って下さい。

●直射日光を避け、密栓し冷暗所に保管して下さい。●氷点下で凍結しま
すので、冬は凍結しない場所に保管して下さい。凍結した場合は、解凍す
れば再度使用できます。

安全に関するご注意

応急処置

保存期間

保管上の注意

○レンジフード・換気扇・フライヤー周り等の洗浄　　　○煙草のヤニ洗浄
Ｚ－Ｋで落ちにくい、油が固化したような汚れのひどい所に使用

高圧洗浄の場合

手洗いの場合

保護具を着用して下さい。

保護具を着用して下さい。

保護具を着用して下さい。

保護具を着用して下さい。

保護具を着用して下さい。
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